
（第６号様式）

会 議 の 名 称 第 2 回 中原小学校　学校運営協議会

開 催 日 4 年 7 月 14 日 （ 木 ）

開 催 時 間 15 時 00 分 ～ 16 時 30 分

開 催 場 所 室

議 長

出 席 者 6 名 12 名

傍 聴 の 可 否 1 名

【議　題】

【主な意見・決定事項など】

（研修報告）

（熟議内容）

【配付資料】

・レジュメ　・年間活動計画　・補助をお願いしたい授業・指導項目

次 回 開 催 予 定 4 年 9 月 29 日 （ 木 ） 15 時 0 分

会　議　の　内　容

１．学校長挨拶・学校職員紹介　２．役員の選出・承認　３．協議会委員より　４．年間活動計画

の確認　５．熟議（中原地区の現状・地域で育てたい子どもの姿）　６．その他

令和

・会長、副会長、会計、書記、コーディネーターが承認される。

座間市立中原小学校　学校運営協議会　会議録

令和

　中原小学校 相談

学校運営協議会委員 学校職員

・子どもたちに地域として何ができるかだけでなく、学校は地域に何ができる、どう関われるかと

いう視点で考えることも必要等。

・無理なく、気持ちよく関わることが大切である。

⇒地域を巻き込んでいく。

・「あいさつ」の大切さ。誰でもできることでCSの事業をまずスタートしてみる。登下校時の見守

りを地域住民に関わってもらう。誰もが声をかけやすい地域をめざせたらよいのではないか。

⇒誰でも見てわかるような目印（缶バッジなど）を用意して、子ども達に安心感を与えることがで

きると防犯面でもよいのではないか。地域側としてもコミュニティスクールに関わっているという

証明にもなる。

可 傍聴者数


